
神奈川県立湘南支援学校における学校運営協議会開催結果 

 

本校の学校運営協議会を次の通り開催しました。 

審議会等名称 令和６年度 第１回湘南支援学校運営協議会 

開 催 日 時 令和６年６月１４日（金）１５：００～１７：10 

開 催 場 所 湘南支援学校 図書室 

出席者・欠席者 学校運営協議会委員出席８名、欠席１名、事務局（本校職員）出席１０名 

次回開催予定 令和６年１０月１６日（水）13:00～ 

問 合 せ 先 神奈川県立湘南支援学校 副校長 比留川 はるか 

電話：0463-34-7244   FAX：0463-34-8707 
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○開会  ・学校長あいさつ、会長選出、副会長選出 

 ・今年度の学校の様子紹介（パワーポイント提示） 

小学部→高学年運動会、校外学習、高学年遠足について 

中学部→中原中学校福祉委員会との交流会について 

高等部→作業、部活、実習について 

 ・令和６年度の学校運営の基本的な方針について 

①運営方針、運営組織等について 

②学校評価（学校目標）について 

③運営協議会運営計画について（第三者評価の機能も兼ねる。） 

○各委員より、今年度の説明を聞いて感想や意見をお願いしたい。 

・土手を走っている生徒を見かける。桜の根による事故があったので修理をしてもらった。以前

親水公園近くの橋に歩行者用通路をつけた。また、中原連合会で湘南支援の生徒と草刈りを

したことがあるが、鎌を上手に使っていた。鎌を使うこともよい訓練になると思う。 

・公民館が避難所になっているがどのような関係があるか。自治会とのつながりがあるので連

絡を取ることはできる。 

・近いのになぜ湘南支援に避難できないのかという意見が出ている。高齢化が進んでいるの

で湘南支援も避難所になるとよい。 

⇒本校は福祉避難所になっている。防災部会で情報共有をする。 

・湘南支援に入学すると成長するという意見を聞く。きめ細かい目標や湘南ブランドの取り組み

の成果と思われる。少子化だがクレヨンへの相談は増えている。市内の支援級の人数も増えて

いる。支援学校の力が必要である。 

・きめ細かく子どもに合わせて指導していることが分かった。中原中学校では、今週修学旅行

や校外学習があったが、体験的な学習は貴重な機会である。交流は本校（中原中）の生徒にと

っても貴重な体験。年１回だが充実させていきたい。働き方改革で新たなことを行うのは難しい

が、この立地なので２校でいろいろな取り組みができるとよい。交流は心に残ると思う。教員同

士の交流もしたい。学校教育目標の自分らしくがたくましくに変わった理由は？ 

⇒昨年度末に教育目標と学校教育目標を整理した。 
・きめ細かい丁寧な実践をしている。この場で地域の避難について話題に上がるのはよいと思
う。湘南ブランドがどのようなものか、興味深い。小学部、中学部、高等部へと継続して使うこと
で将来に向けての強みになっていると思われる。湘南ブランドやコミュニケーションツールを、具
体的にどのように使っているのか知りたい。地域の学校の先生方も学びたいと思っているので
はないか。共有に期待する。評価については、数字で出ているのがシビアだと思った。アンケー
トも大事だが、多角的に評価するとアンケートで見えなかった部分が見えてくる。複数の方法で
評価するとよい。 
⇒湘南ブランドは、平成２９年の教職員の校内研究の成果である。言語での表出が難しい場
合にカードで要求することやスケジュールを確認して主体的に行動できるようにすることなどを
行っている。どんなふうに使っているかホームページを使って発信していく。 
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・湘南支援に転入して２年目。コロナ前は本校の催しにについて回覧板で見たが、コロナが明
けてまたあるのか。地域の人に湘南支援について興味を持ってもらえるとよい。一般の人は湘
南と平塚の違いも知らない。知る機会もない。（知ってもらえると）障害者のいる家庭も生活し
やすいと思う。 
⇒１０月１５日から１８日まで学校公開日としている。地域や事業所に案内を出す。クレヨンに
も相談する。学習発表会は全校で実施していたが学部ごとになった。今後の事は未定。高等部
の作業班販売についてはこれから計画するが、生徒の学びになるので地域にも知らせる。 
・自分が子供のころは（湘南支援は）隔離されたイメージだった。今の学生は交流しているので
開かれてきた。世代の壁を感じる。共に生きるという思いが届くとよいと感じている。 
・実際に会ってみないとどうしたらよいかわからない。理解してもらうには来てもらうのが一番で
ある。 
・夏季レクは、おととしは見るだけだったが昨年は参加型でよかった。今年はどうか。 
⇒移動美術館（アートトラック）とワークショップでぬいぐるみづくりを行う。 
 
○切れ目ない支援部会及び防災安全部会について 
①追加資料部会予定を参照して説明、動画配信を常時できるようにする。 
②追加資料防災安全部会実施計画を説明 
       
・インクルーシブハブ湘南についての情報を委員へ紹介してほしい。 
⇒ベルマーレ、湘南ジャーナル、サップ協会等と市内の特別支援学校 4 校などで、障害者理
解の取り組みを行っている。企業にも協力を得ている。 
 
○事務連絡・今後の協議会開催日時の調整、確認 
・第２回の協議会は、メールや電話で調整する。➡調整の結果、１０月１６日（金）となった 
・第３回の協議会は、２月２１日（金）に決定。 

 


